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お申込みはこちら ※右の二次元コードからもお申込みいただけます。

https://www.obc.co.jp/230907

日時 2023年9月7日（木）13:30～15:00（13:15からアクセス可）

定員 500名（参加費無料／事前登録制）

対象 上場企業および上場検討企業の役員・経営層、経営企画、IR、管理部門の方

主催 株式会社オービックビジネスコンサルタント

共催 株式会社テトラワークス／株式会社プロネクサス

お問い合わせ
株式会社オービックビジネスコンサルタント 名古屋支店 米本
mail：obc-as@obc.co.jp （9:00～17:00 土日祝祭日を除く）

※ 講師・共催企業と同業の方、個人の方はお申込みをお断りする場合がございます。
※ 講師・講演内容は予告なく変更になる可能性がございます。

【東海地区企業様向け Webセミナー】上場企業が今、取り組むべき企業価値向上

大庭 崇彦氏 株式会社テトラワークス 代表取締役／公認会計士

2006年からDeloitteにてベンチャー企業を対象としたIPO支援業務に従事。2011年にブリッジコンサルティンググ
ループ株式会社【9225】を創業し代表取締役COOに就任し、2020年までの9年間事業成長を牽引（その後同社は、
2023年6月に東証グロース市場へ上場）。2021年からは、株式会社テトラワークスを創業し、時価総額が低迷する
上場会社向けに企業内部に深く入り込んだ”友好的アクティビスト業務“を展開中。なお、支援先は知人からの”紹
介制“かつ支援社数も5社に限定している。公認会計士協会東京会IPO支援プロジェクト副委員長
（社外役員）ケイティケイ株式会社【3035】／AuB株式会社／株式会社TOWING 他

小澤 則夫氏 株式会社プロネクサス 取締役 執行役員 

（マーケティング戦略担当）マーケティング事業部担当

入社以来当社の新規事業推進に長く携わり、現在の当社主力事業の立ち上げに大きく貢献してきました。現在は
マーケティング事業部を管掌する取締役として、多様化する顧客ニーズに対し、市場分析等も踏まえた戦略的な
マーケティング活動の推進に取り組んでいます。

南石 悠貴氏 株式会社プロネクサス マーケティング事業部 チームリーダー

2011年にプロネクサスに入社。2021年まで上場企業へディスクロージャー・IR支援営業に従事。その後、新たな
顧客課題の創出及びソリューション提案推進の為、新設されたマーケティング事業部に異動。現在に至るまで第
一線で延べ300社以上の上場企業へ課題創出ソリューション提案を実施。

企業価値・時価総額向上
～市場再編1年で見えてきた

課題と対策について～

株式会社テトラワークス
大庭 崇彦氏

東証の市場再編から1年超が経過し、2025年3月からの経過措置適用について
順次終了していく旨も公表されています。2023年10月期限でプライム市場か
らスタンダード市場への移行表明をされる企業も相当数が予定される今、改
めて上場企業が時価総額を高めていくために取り組むべき課題と盲点につい
て解説します。

• 市場再編から1年超が経過、直近各社の状況（全国および東海地区）
• 株価が割安に放置される理由
• 短期および中長期目線での企業価値向上、時価総額向上への有効施策
• 全国および東海地区上場企業における企業価値向上事例

ギャップを埋める情報発信で
企業価値の向上へ

株式会社プロネクサス
小澤 則夫氏
南石 悠貴氏

皆さまの会社は、自分たちが発信したい情報を受け取り手に“ギャップ”なく
伝えきれていますか。
デジタル技術の発展等によって、情報を容易に入手できるようになった現代
において、それぞれのステークホルダーが企業のことを正しく理解できるよ
うに工夫して情報を発信しなければ、企業との間には“ギャップ”が生まれて
しまいます。
本日は、企業本来の姿を幅広いステークホルダーに理解してもらえるように、
“ギャップ”を埋める情報発信のカタチをご紹介します。

• 変化していく企業と情報発信のギャップ
• 意識すべき環境変化とギャップへの対応
• ギャップを埋める情報分析の具体的手法
• プロネクサスがギャップを埋めたコンテンツリニューアル事例をご紹介
（名古屋・スタンダード企業事例）

Q&A： 皆様のご質問にお答えします。ご質問はZoomのQ&Aボタンよりご入力くだ
さい。（お時間の都合や内容によっては、回答することができない場合がご
ざいます。ご了承ください）
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